
小学校外国語活動と教科としての中学校英語の在り方

教科教育高度化分野(14221ω16) 田中 千絵

小学校外国語活動が完全実施されて3年が艦盈したa 外国語学習の入門期が変更された

ことにより，中学校英語の在り方も変える必誕性がある。本研究では，小学防ト国語活動

と中学校英語の円滑部藍携について考察する。先行研究や自らの授業実践を検証し，小学

校外国語活動と中学校英語の共通点・相違点，小中連携における問題点を明らかにすると

ともに，中学校教員の立場から，児童・生徒の系統的な学びの在り方について提案する。

[キ}ワ}ド] 小寺吋妙ト国語活動，中学校英語，小中連携

1 問題の所在と方法

(1) 問題の所在と背景

2011年度に小学教外国語活動(以下，外国語活

動)が必修化された。学習指導要領には「英語を取

り扱うことを原則とするJと記され，実質，小学校

では英語を扱っている。外国語活動の導入によっ

て，外国語学習の入門期は，中学校入学時から

小学校5年生へと移動した。

中学校英語教員の多くが，外国語活動の成果を

コミュニケーション活動への積極性としている一

方で，入学時点の生徒の学カ差を課題としてあげ

ている(高谷他， 2013)。また，中高生が「英語を

苦手と感じ始めた時期」は， [中lの前半」が最多

である(ベネッセ.2014)。この結果から，外国語

活動と中学校英語の連携が必要であると考える。

筆者はとれまで，山形市教育委員会土催の小・

中学校合同研修会，学区内小学校との連絡会議の

参加，失言霊劇の原稿チェックなどの連携を行ったo

小学校の担当者やιTとの研修を通して，外国語
活動の現状を知る機会を得た。

しかし，勤務校では，学区の複雑性もあり，継

続的な連携は図れていな~\全関的にも「中学校

との情報交換の体制」が寸づ昔整っていなし、という

小学校も 70%を超えており(日本英語検定協会，

2013)連携が十分ではない現状がある。

(2) 研究の目的と方法

本研究は，外閑語活動と中学校英語の円滑な連

携について考察するものである。

まず，先行研究より，小学校外国語活動と中学

校英語に求められることは何かを明らかにする白

そして，小中連携の現状と課題，指導にあたって

の留意点をまとめる。また，外国語活動の授業参
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観や小学校での授業実践を通して，外国語活動の

学びから連続する教科としての中学校英語の在り

方を検手jする。

2 先行研究の検討

(1) 外国語活動と中学校英語

「領域Jとしての小学校外国語活動と「教科」

としての英語について理解するため，学習指導要

領を比較する。小中高の目標の共通点は，「外国語

を通じて言語や;文化の理解を深め，積極的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を育成するこ

と」である。そして，それぞれ

小学校:[コミュニケーショシ骨量カの素地を養う」

中学校:[コミュニケーション能力の基礎を養う」

高等学校:[コミュニケーション能力を養うJ

とされている。中心には， [コミュニケーション能

力の育成Jという柱が据えられている。

小学校では「体験的にJr.慣れ親しませながら」
「素地を育成し，中学校以降の学習につなげる。

中学校は，「4投能Jの統合的な育成高等学校は，

中学校で身につけた基礎の上に，コミュニケーシ

ョン能力を運用するカをつけるという発途段階に

合わせた段階的な目標設定となる。

長野県の小学校6年生の担任に「コミュニケー

ション能力の素地は身についたと思うかJを尋ね

た調査(渡溢他， 2013)を見る。(表1)

表1 コミュエケ」ション僻カの帯創立身についたと思うか

素地が身についた 38% 

素地を築いたとは思えない 22% 

どの程度の成果かあ初まコミュェク」ションの素地を
33% 

聾語、たことになるのか

その他 7% 



33%の小学校教員が『業総』の程度を不明と回
答している。この結果より，滋治Iま「禦地lの定

義づけの号車除さが教育上湧調えま問題点fと鎗指す・d.
学習につながり金持たせるためにも.;J吟場跡‘よ
ぴ中争校教員はr:::zミ旦こ=ケ}シs::"儀カの無地J
について+づきに理解しなければならなb、。

ω001$轟Sn:i且(Savign偽 1鈴3)1ま:.rョミ.::1.'=

ケーシ盟ン総力Jif.靖成実家事と文法的総力・社会

言句欲的銘力・絞館総カ・方略約総力の 4っとし

た更に，絢叩on(l鱒}はこの様事件聖書段

階iこ制対て『逆ピラミッド割 iと岩慢し，その図
をもとに松111.大調書〈お鳩}は日本¢淡海教育に
おけるコミ旦Zエケ}シsン飽カの宛速段階{図1)
を示した。この図から考える~，小争授の外国画面

活動の目標広三位に『方路約能力舗余力などの不

足を布寄って2ミュ=ユケーションを憲章けていく能

力}Jと「相会香箱年約飽カ{状況に応じて潟切な

表現を行う総力I)Jt-育成することと言える。

騨榔|事諸説1
4母吻湾総

回1. 級llI'大舗が示したa織の誕鈎敏M:::
おtす晶コ昆:1.='ケーシヨン剣~(I)鱒... 

中学校ではこの「泰也のょに， r文法約総力伎
や文章を例俗す官肋)Jや『後鮪肋{文司Eの

線高貴tこ関わる総カI)J告と付加し，総合的にコミ.::1.'=
ケ』ショ〉令色カをQ)fぎしていくことになる.

j;芦と，コミュニエケ}シgン強力の「議総却を，

関心・意欲・滋釦ζ渇功、わる『傍若ま餓燥地lと音

戸吹雪尾内の樹taしみに措ゆわる「後術約調陣地l
と捉えた研究もある〈梅谷他2(11)。

(2) 連携の実損壊

鳶谷他ω(11) 1丸小中連携を「情報受挨(~業歩

調齢漣絡会なおJ.r交流儲輸の意見受献策
り入れ綬来会給児童簡の交流な的J.噂携〈カ

Pキュラムの連勝Jの3段明書と縫えている.
小中連携を実施している中学校区は70.3%.そ
の内訳1ま『情報交蜘61.9%.r炎拘46.8%.旬、
中連携した~11 キュラムの作成J 11.6%である
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〈文郊科学唱5'.201仏実績民G!勝Jまで歪らない

学邸主多いことがわかる。

①小中一貫校

倉被保A市T小中学校の例書と見る。特区として

の実践は脅年目となり，以下のような特徴がある。
(1) 64f関マ笑総数背番ど農期
{小学ヤ崎年生t丸 *70時間
(.()小学4年生から数鰭的野領事E尖鰭
〈扮小学4年生から文字鎗導を実訓話
帥小学S年生から中学校数斜司F告と使用
この学校は共滋のiJ!J:¥'-""ラム書官省ナ'.)11島総J
を行うとともに.いわゆる『中学校英語放軍管の前

倒しJt::行っている.共通の数料総会を鍛定し，
扮場者の遠鏡は+分に隠られている。 4年金から

の絶遂な積み2直ねがロミ品エク}ション能カの育
成iこ強燥をもたらすことが報告され丸

しかし，学却と関してA市学カ濁査と此鍛伐掛

7年分}ずると，市平均を2.1点上回る給泉であり，

学カの向上に待費座す.~~効梁はあげられていない

ように庖われる.その原国民鎗逮段織を無視し

た学習方法・餓偲lとあるのではないだろう車、や

はり「中学校段織の文法等の外宮輔教務省E単に前

倒しするのではな〈側欄輔'， 2州 )J体験的

な学びから基樹官織内の逮働t自翁されるべきで

ある。

②指導者の連第

日本築指検定協会α(13)除外厨穏活動の担当
者tま学級担伝が事1.約九 ALTが71.2%で，ティー
ムテイ}チングが多く行われているとしている。

一方，間鴨掛ζおいて，線組ば恥Tとの遣決や

打、合わせ時掬J~トイ織とあげられ今『鎗司車内容・

方法Jr敏員の鎗司事カ・銭術jと緩く。自身の鎗司事
カiこ不安~抱えながら. ALTとの打ち合わせ時間

も+分機保できないままに授業をしている学級抱

径が多くいる現状刺蛾できる.

文都現時学省側14)は IJ'4噌におけるALTの
活用総時教は金体将司止の 66.2%と緩告している.

しかし，滋議他(2013)の続査では毎時間抱径と

ALT ~のTT例制オもている学樹立24%に過ぎず，

月i乙1巨躍度の学校は63%にのぼっ丸「敏背の
機会均等』の観点からもALTの配置についての述

書事量出援である。

③学習の連携

波溢他(鈎1紛は4母校守学んだ事項a-中学校
でスノtイラル}ζ学習していくための3つのポイン

トをあげている。



(7) r場面」や「働きjをつなぐ
小学校で触れる場面(あいさつ，自己紹介など)

を設定し，その中で使われるコミュエケーショ

ンや言語の働きの幅を広げていくこと

(イ)r活動」をつなぐ
外国語活動でよく行う活動(ゲーム等)を中学

校でも取り入れる，または発展させること

(ワ)r学びJ加をつなぐ
文法ベ噌語運用について，体験的活動を通して

「何となくわかる」状態にある理解を中学校の

学習を通して再皮出会わせ，気付かせること

この連携は，学区の状況に関わらず，実践しや

すいものである。関東地区のC市では，小学校間

で「指導法」を統一している。中学校進学後の学

習を見通した(イ)の巣践にあたるものである。

3 実践と結果

(1) 授業の参観より

山形市内の小学校4校を訪問し，高学年7授業

中学年2授業を参観した。

小学校4守生の授業では， ALTの自己紹介の後

に質問を求めると，次のような会話がなされた。

'A!罫 先起の夢副司ですか?

ALT- 妙L驚し叫Mydrea血?

α~ g<国明朗話回]

OKIIiI盟国出o.SoIw阻 t加beadi血 jock昭

児童たち (首をかしげて)ん?

ALT- DJ. 

児掌たち: 伏きくうなれ、て)あー!! 

児童たちは全てほ理解できないだろう。しか

し， r将来の夢Jという魅均的なテーマについて，
先生や仲間と聞いたり語ったりしてみたいという

自発的お欲求が児童の中に芽生えていた。ま怠に，

外国語活動の「情志的素生也が育成されているこ

とが垣間見えた瞬間である。

(2) 筆者の実践より

小学校の教育実習において以下の実践を行った。

① リアクションワ}ドの導入

「リアクションワード」と題して，相手の発話に

対する反応をとりあげた。具偽的には，和ow!!Oh， no! 
! Me， too. ! I see.の4つである。これらの表現

を扱った理由は，テレピ等で児童が耳にしている

ロf能性があることと，テ}マキ場面を選ばない表

現であることである。本来は，適切な文脈におい

て個別に導入するべきであるが，リアクションの

効果を実感させるために，構成的エンカワンダー
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の手法を取り入れた学習過程とした。以下に児童

の感想を抜粋する。

・話[..}j・聞き方で，人の印重量減樹フることがわかった。

.リアウション車内晶ると会話欄〈し盛り上がるけれど，

なし噌都三長会務がつまらなく感じる。

・リアクションがあるだけで時間由幅〈感じた0

.身ぶりをつけるともっといいことがわかった。

-Hアクションをするとその人が慮っている事がよ〈わかったa

5.6年生で実施したが，感想に学年の差は見ら

れず，会話におけるリアクションの効果，特に「聞

むことの大切さに気付いた様子が見られた。 2

時間目以降もリアクションの絵カードを提示しな

がら授業を行ったところ，積極的に活用しようと

する姿も見られた。

更に国語の授業で，会話のマナーとしての反応

がとりあげられる場面があり，英語に限らず，ど

の言語にも会話を円滑にする「働き」があること

に気付いた様子も見られた。

②読み聞かせ

1・2年生に英語の絵本の読み聞かせを行ったG

英語の語葉・文法レベルは，決して容易ではない

が単純なストーリーを選択し，リズムを大切にし

て実践した。ストーローを予測しながら楽しむ姿

があったo

学級担任より，数日後の図書館を活用した授業

において， I年生児童の約半数が英語の本を手に

したとの報告を受けた。低学年児でも，英語に対

する興味・関心が生まれた様子を確認できた。

4 考察

学習指導要領の比較より「倣域」としての外国

語活動と「教科」としての英語は，一貫性のある

目標に対し，異なる手法で迫るものであるとわか

った。特に外国語活動では，体験的な学習を通し

てことばやぷ化に関する気付きゃ方略的能力を中

心とする「素地」を育成することに重きが置かれ

ている。中学校教員はこのことを寸づ長に理解し，

入門期の学習では，生徒に負荷をかけすぎないよ

うにする必要がある。

先行研究からは，小中連携の必要性を確認する

ことができた。しかし，カリキュラムの作成まで

視野に入れた効果的な連携と，現揚で実施・紺続

可能な連携には距離がある事実が見えてきた。未

だ問題の解決には至っていない。

3(1)や3(2)②の事例のように「わかりたいJrわ



かつてほしい」という自発的な思い晴意素地」

こそが，コミュニケーションを成立させ，更なる

学習意欲へとつながることがわかった。

3(2)①にあげた実践は，素地のひとつ「方略的

能力」の育成に効果があると考える。テーマキ場

面に関わらず，相手の発言に耳を傾ける姿勢をも

つことが，円滑なコミュニケーションに繋がる。

学習の段階に合わせて扱う表現を変えれば，校種

の差なく取り組める情動でもある。

2(2)③のような学びをつなぐ実践は，各中学校

で無理なく実践に移せるものである。 Keyword

臼meやMissingGameは，外国語活動で語葉を扱

い，中学校では文の構成やスペルを扱い，言語材

料を拡大して実施するなどの工夫ができる。

中学校では，小学校での体験的な学びを継続さ

せながら，確実な知識・技能へと高めていくこと

が求められる。特に入門期の学習では，外国語活

動で学んだ内容もくり返して丁寧に取り扱いなが

ら，中学校英語教師はその専門性を活かし，新し

い視点から捉えさせる工夫が必要になる。

「素地」を身につけた児童が中学校進学後も，

外国語活動での学びを「活用できた」と実感でき

る実践にするためには，中学校英語教員の意識向

上が必要不可欠である。

5 今後の研究の方向性

今後も，中学校現場で実施・継続可能な連携の

在り方を探っていく。指導者の連携の糸口として，

ALTの配置について再考する。他県市町村の実践

を参考にしながら，製勝校に適応させられるシス

テムを考察する。

中学校の現場において，生徒が小学校で触れた

語葉や表現，活動を取り入れながら，学びが積み

重なる授業を探る。特に， 2(2)③にあげたスパイ

ラルな学習を視野に入れ，まずは，小学初咽語

活動教材 Hi，企iends!と中学校英語教科書肥V

庇JRIZtαVEnglish白urseとの関連から，接続可能
な場面・耕オを整理する。

現在，外国語活動の教科化についても検討が始

まっている。正式決定となれば，これまで述べて

きた小中連携に必要な工夫が，小学校中学年と高

学年の聞でも求められることになるだろう。紅芳Ij

川他(2014)は，英語教育は母語教育と一体化した

形での言語教育の一環として行うべきであると主

張している。言語習得の原点に返り「ことば」そ
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のものを中心に据えtd車携のあり方について，そ

の可能性を探っていく。特に，母語や他教科との

関わりも視野にいれて検討する。
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